


は，ワットクラスの出力を得ようとした場合，もはやこの非線

形現象による信号光の伝送品質劣化を無視できない状況となっ

ている。そこで我々は高出力光アンプに用いる増幅用光ファイ

バにおける非線形性を増幅効率の劣化なく低減する検討を行っ

てきた。本報告では高出力光アンプ用EDFにおける低非線形

化技術を中心に報告する。

2.  EDFにおける低非線形化

WDM伝送路におけるチャンネル数の増加，そして1チャン

ネルあたりの出力光強度の増大に伴い，EDFA内での4光波混

合（FWM）10)，相互位相変調（XPM）11)







7.  おわりに

EDFにYbを共添加させることで，濃度消光に起因する変換

効率の低下を抑制しつつ，従来のEDFにおけるEr添加濃度限

界を向上させることに成功した。今回開発したEYDFを 1480

nm LDで励起することにより，これまではトレードオフの関

係であった低非線形特性と高変換効率特性とを両立した高出力

アンプを実現した。

今後はL-BAND領域における適用の可能性の検討，更なる

Er高添加をめざしたコア組成の最適化，アンプ用ファイバの

構造パラメータを含めた更なる低非線形化の検討を行ってい

く。
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